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吉
野
飯
書
本
善
寺
の
葬
申
陰
欝石

　
　
下

弓
　
入

　
冠
・
婚
・
祭
と
共
に
人
…
聞
一
生
の
四
大
儀
式
と
言
わ
れ
る
葬
送
儀
礼
に
は
、

各
地
域
に
よ
っ
て
現
在
か
な
り
の
差
異
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
宗
教
史

又
は
民
俗
学
の
上
か
ら
も
問
題
の
一
つ
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
葬
送
儀
礼
を
交
献

的
に
詳
細
に
示
す
も
の
に
所
謂
葬
中
陰
記
が
あ
る
。
筆
者
は
先
年
畿
内
一
向
一

揆
閣
三
更
料
を
奈
良
県
吉
野
郡
飯
員
弓
勢
賢
蓉
に
採
訪
し
た
縢
へ
、
同
寺
に
多
数
の

毒
中
・
陰
記
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
事
を
知
っ
た
。
そ
の
5
ち
近
世
以
前
の
次
の
六

冊
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
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蓮
能
燕
脚
中
陰
記
（
　
蓮
能
旧
記
同
在
中
陰
次
第
）

蓮
三
一
中
陰
記
．
（
葬
中
陰
記
婆
δ

実
賢
葬
中
陰
記
（
葬
中
陰
之
記
）

妙
宗
離
中
陰
記
（
葬
中
陰
記
）

実
出
盈
葬
山
甲
除
圃
記
（
軸
重
な
し
）

某
葬
中
陰
記
断
簡
（
表
題
な
し
）

（
括
弧
内
は
原
長
腎
）

　
こ
れ
ら
は
何
れ
も
本
警
寺
実
孝
及
び
そ
の
近
親
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
実

孝
は
蓮
如
の
第
二
十
五
子
、
初
め
諌
を
蕪
競
、
法
暑
を
実
玄
と
言
っ
た
が
、
後
に

は
兼
継
実
孝
と
改
め
た
。
今
、
関
係
系
図
を
便
宜
抄
出
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
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毒
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一
実
悟

一
巽
潔
霧
継
鍼
貞
木
憲
寺
）

一
実
従

真
宗
開
係
の
葬
中
陰
記
と
し
て
は
蓮
如
上
入
御
三
生
記
・
蓮
三
三
三
生
認
・
実

如
上
人
閣
維
中
陰
録
・
顕
宗
主
厳
旧
記
な
ど
が
既
に
真
宗
全
書
に
収
め
ら
れ
、

蓮
淳
葬
中
陰
記
が
八
尾
市
室
三
三
証
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
（
真
宗
聖
教
現
存
欝
録

第
一
輯
）
以
外
に
も
、
空
蕃
記
・
私
心
籠
に
も
そ
れ
に
該
当
す
る
寵
事
が
あ
る
が
、

そ
れ
ら
の
多
く
が
後
世
の
写
本
で
あ
る
の
に
対
し
て
本
匠
弄
所
蔵
の
⇔
・
⇔
・
・

㈲
・
㈹
の
四
冊
は
共
に
笑
孝
自
筆
の
原
本
で
あ
り
、
e
は
題
字
及
び
奥
書
が
英

孝
の
筆
跡
で
あ
っ
て
、
真
宗
史
上
極
め
て
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
実
孝
は
こ
の

よ
う
に
多
く
の
…
葬
中
陰
記
を
遺
し
て
い
る
が
、
更
に
前
掲
の
実
如
上
人
闇
維
中

陰
記
の
亡
失
し
た
原
本
も
大
永
五
年
実
孝
が
録
し
、
顕
証
寺
所
蔵
の
実
従
自
筆

の
蓮
淳
葬
中
陰
記
も
実
は
実
孝
の
詑
録
を
実
子
が
書
寡
し
た
も
の
に
他
な
ら
ず
、

併
せ
て
彼
が
葬
送
儀
礼
に
潔
い
閣
心
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
実
悟
記
そ

の
他
多
く
の
詑
録
を
遺
し
た
実
悟
と
、
私
心
記
と
い
う
大
部
の
日
記
を
遺
し
た

実
従
と
の
文
筆
家
兄
弟
に
鋏
ま
れ
た
実
孝
も
、
多
数
め
葬
中
陰
記
を
遺
し
た
と

い
う
点
で
は
特
異
な
文
筆
家
で
あ
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
て
実
孝
が
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葬
送
儀
式
に
特
別
な
開
心
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
は
、
e
の
蓮
能
無
記
の

成
立
の
事
情
が
こ
れ
を
示
し
て
い
る
。
サ
て
の
磁
ハ
書
に
よ
れ
ば
、
永
正
十
五
年
ナ

月
蓮
能
が
山
科
本
願
寺
で
入
滅
し
た
時
に
、
葬
儀
の
模
様
や
中
陰
の
大
略
を
最

初
に
記
録
し
た
の
は
円
如
で
あ
っ
て
、
後
に
実
悟
が
そ
の
不
備
を
補
窮
し
、
更

に
そ
れ
を
実
孝
が
借
受
け
て
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
う
。
　
（
尚
、
真
宗
全

書
本
の
謹
雷
丸
牲
生
詑
は
門
本
営
寺
実
孝
御
本
漏
を
永
正
年
中
・
に
実
従
が
写
し

た
も
の
を
底
本
と
し
て
い
る
為
に
、
実
従
の
誤
写
か
ら
本
善
寺
所
蔵
本
が
一
行

脱
漏
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
）
実
孝
は
こ
の
時
、
兄
実
弾
か
ら
葬
中
陰
記

の
記
録
に
つ
い
て
何
等
か
の
教
示
を
与
え
ら
れ
て
、
そ
れ
に
触
発
さ
れ
て
葬
中

陰
記
の
記
録
を
始
め
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
⇔
・
㊨
が
夫
々
葬
儀
の
行
わ
れ

た
場
所
、
摂
津
冨
田
教
行
奪
・
近
江
竪
田
称
徳
寺
に
お
い
て
毎
B
書
継
が
れ
て
い

る
こ
と
は
そ
の
一
つ
の
徴
護
と
考
え
ら
れ
る
。
葬
串
陰
記
の
形
式
が
e
◎
㈲
と

順
次
國
射
す
る
と
同
時
に
、
葬
送
儀
礼
も
一
制
度
化
さ
れ
て
ゆ
く
鋏
が
認
め
ら
れ

る
の
は
、
本
願
等
の
封
建
的
窒
型
化
に
相
応
ず
る
真
宗
風
な
葬
儀
の
確
立
園
定

が
、
当
馬
要
請
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
情
を
意
寄
す
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
こ
れ
ら
の
葬
中
陰
記
に
あ
ら
わ
れ
た
葬
送
儀
礼
慣
行
の
内
容
は
、
現
在
畿

内
農
村
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
殆
ん
ど
同
様
な
点
が
多
い
。
蓮
如
示
寂
後
嵐
・

嘉
し
た
蓮
能
は
膚
髪
の
比
丘
尼
で
あ
っ
た
が
、
死
後
改
め
て
髪
を
剃
落
し
た
。

そ
れ
に
つ
い
て
老
爺
・
実
孝
が
「
於
京
都
不
夢
見
」
る
事
と
不
審
が
つ
た
の
に

対
し
、
実
従
が
「
是
ハ
ア
ル
事
也
」
と
註
記
し
て
い
る
の
は
、
多
く
の
場
合
形

式
的
に
髪
に
剃
刀
を
触
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
証
麺
と
考
え
ら
れ
る
。
遺
骸
を
奉

じ
た
輿
を
浅
い
で
火
屋
の
周
囲
を
湿
る
習
俗
も
現
在
と
余
り
変
ら
な
い
。
地
域

に
よ
っ
て
福
異
す
る
も
の
に
は
、
葬
送
・
舌
骨
の
際
所
持
し
た
白
…
翻
を
捨
て
草

露
を
脱
捨
て
て
裸
足
で
帰
る
e
の
例
、
履
替
え
の
履
物
を
常
意
し
て
お
き
霞

溺
・
草
鮭
は
集
め
て
火
屋
で
焼
呈
す
る
㊧
の
例
、
白
扇
だ
け
捨
て
草
鞍
は
脱
捨

て
な
い
⇔
⇔
の
例
等
が
あ
る
。
又
興
昧
あ
る
事
は
棺
蓋
に
書
く
名
号
の
書
式
が

極
め
て
時
宗
風
な
点
で
、
㈱
の
場
合
葬
儀
に
ヒ
ジ
リ
が
加
っ
て
い
る
事
実
と
共

に
注
意
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
尚
そ
の
他
こ
れ
等
の
騨
中
陰
記
の
詑
事
か
ら
知

ら
れ
る
軽
羅
に
は
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

　
真
宗
寺
院
に
多
く
所
蔵
さ
れ
る
七
祖
・
法
主
・
住
持
等
の
影
像
を
描
い
た
絵

師
と
し
て
㊧
で
は
天
満
に
住
む
エ
や
薪
介
、
㈲
で
は
ト
ク
ラ
（
土
蔵
）
因
幡
の

名
が
見
え
る
。
前
者
は
そ
の
名
前
よ
り
葦
簾
を
渡
世
の
糧
と
し
た
町
人
の
職
人

絵
師
で
あ
り
、
後
者
は
天
文
日
記
・
私
心
記
に
も
記
さ
れ
、
石
山
等
内
町
に
佐

む
町
人
（
土
蔵
派
の
絵
師
）
で
あ
る
。
笑
孝
の
影
像
を
描
い
た
少
輔
（
私
心
艶
）

も
亦
類
似
の
絵
師
で
あ
ろ
う
。
次
に
門
循
団
の
構
成
が
推
測
さ
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
飯
貝
門
徒
が
吉
野
上
市
を
中
心
に
2
9
醐
の
山
必
需
に
広
汎
に
拡
が
り
、
そ

の
有
力
者
が
地
謡
約
名
主
と
油
屋
・
薬
屋
な
ど
の
行
商
的
商
人
で
あ
っ
た
こ
と

や
、
安
井
道
頓
一
族
の
河
内
久
宝
寺
の
安
井
甚
左
衛
門
尉
・
伝
衛
門
尉
が
顕
職

寺
の
膚
力
門
徒
で
あ
り
、
河
内
御
厨
の
土
豪
御
厨
彦
四
郎
が
摂
津
富
田
誓
言
寺

と
深
い
関
係
を
も
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
副
次
的
に
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
葬

中
陰
記
と
い
う
一
見
極
め
て
特
殊
な
輿
料
も
、
案
外
な
史
料
的
価
値
を
内
蔵
し

て
い
る
と
い
う
点
を
指
摘
し
て
紹
介
の
筆
を
お
き
た
い
。
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